
- 1 - 

 

       

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
給
食
を
ど
う
つ
く
る
か 

 
 

 
 
 

―
次
代
の
担
い
手
を
育
て
る
一
つ
の
切
り
口
と
し
て
― 

  

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
例
え
ば
、
二
〇
一
七
年
（
平
成
二
十

九
）
四
月
一
日
時
点
の
茨
城
県
の
人
口
が
二
九
〇
万
人
を
割
っ
て
二
八
九
万

七
千
人
に
な
り
、
ま
た
大
子
町
で
は
昨
年
度
中
に
四
八
二
人
減
っ
て
一
万
七

千
人
余
に
な
っ
た
よ
う
に
、
目
前
の
人
口
減
少
は
続
い
て
い
る
。
か
つ
て
筆

者
は
、
本
誌
第
七
三
号
で
、
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
に
は
「
地
域
の
魅
力

を
一
層
高
め
て
い
く
た
め
の
課
題
や
方
策
に
行
政
と
町
内
各
層
の
住
民
が
取

り
組
む
協
働
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
定
着
さ
せ
る
こ
と
」
が
不
可
欠
で
あ
る

と
述
べ
た
。
改
め
て
、
こ
の
思
い
を
強
く
し
て
い
る
。 

月
刊
誌
『
家
の
光
』
二
〇
一
七
年
五
月
号
が
、
「
お
い
し
い
！
か
ら
学
ぶ 

給
食
の
時
間
で
す
よ
」
と
の
興
味
深
い
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
食
育
の
場
、

子
ど
も
達
と
地
域
を
結
び
つ
け
る
場
と
し
て
い
よ
い
よ
大
切
な
意
味
を
も
つ

よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
学
校
給
食
で
あ
る
が
、
全
国
各
地
で
給
食
に
関

わ
る
実
に
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
と
く
に
、
地
産
地
消
を
核
に
し
た
「
日
本
一
の
ふ
る
さ
と
給
食
」
を

実
践
す
る
兵
庫
県
香
美
町
の
事
例
に
は
強
い
共
鳴
を
覚
え
た
。 

香
美
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
は
、
「
子
ど
も

達
の
地
元
の
農
林
水
産
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す

る
心
を
育
む 

地
産
地
消
に
よ
る
地
元
食
材
の
活
用
を
促
進
し
、
生
産
者
と

の
連
携
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
二
〇
一
二
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
そ
の
推
進
主
体
が
、
同
年
五
月
に
設
け
ら
れ
た
「
ふ

る
さ
と
給
食
推
進
委
員
会
」
で
あ
り
、
生
産
・
流
通
団
体
、
個
人
生
産
者
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
関
係
者
等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
翌
一
三
年
十

月
に
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
と
生
産
者
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
給

食
推
進
員
」
が
町
教
育
委
員
会
に
一
名
配
置
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
学
校
給
食

を
支
え
る
た
め
の
、
文
字
通
り
地
域
ぐ
る
み
の
体
制
が
整
う
。
生
産
者
と
子

ど
も
達
と
の
交
流
会
や
町
民
対
象
の
「
ふ
る
さ
と
給
食
取
組
展
・
試
食
会
」

等
、「
ふ
る
さ
と
給
食
」
は
多
様
な
形
で
具
体
化
さ
れ
る
と
と
も
に
食
材
供
給

の
輪
も
地
域
に
少
し
ず
つ
広
が
り
、
給
食
に
お
け
る
同
町
内
産
の
野
菜
の
使

用
割
合
は
一
七
％
（
一
二
年
度
）
か
ら
三
五
％
（
一
五
年
度
）
へ
上
昇
し
た
。
そ

れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
何
よ
り
、
肝
心
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
が
大
き
い
。

と
く
に
、
生
産
者
と
の
交
流
会
を
重
ね
る
な
か
で
生
産
者
の
顔
を
覚
え
、「
身

近
な
生
産
者
か
ら
野
菜
を
育
て
る
工
夫
や
苦
労
な
ど
を
聞
い
た
り
、
給
食
を

一
緒
に
食
べ
た
り
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
や
食
材
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

を
育
み
、
農
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
。 

ひ
る
が
え
っ
て
、
大
子
町
の
学
校
給
食
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
そ
し
て
昨
年
六
月
か

ら
は
大
子
清
流
高
校
の
希
望
者
を
対
象
に
給
食
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

今
年
度
か
ら
は
、
子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
給

食
費
無
料
化
が
実
施
さ
れ
た
。
対
象
の
広
が
り
や
無
料
化
に
大
き
な
特
徴
が

見
い
だ
せ
る
が
、
地
元
食
材
の
活
用
と
い
う
点
で
は
な
お
課
題
が
多
い
。
学

校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
野
菜
の
利
用
率
は
、
二
〇
一
〇
年
度
三
六
％
で
あ

っ
た
の
に
対
し
一
六
年
度
は
一
二
％
に
下
が
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

予
算
等
の
種
々
の
制
約
が
あ
る
と
は
い
え
、
地
元
の
多
彩
な
食
材
が
学
校
給

食
に
十
分
結
び
つ
い
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

香
美
町
の
真
似
は
で
き
な
い
が
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。
一
つ
だ
け
挙
げ
る

と
す
れ
ば
、
学
校
給
食
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
、
方
策
を
実
行
す
る
地

域
ぐ
る
み
の
支
援
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
学
校
給
食
を
通
じ

て
次
代
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
達
に
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る

た
め
に
も
、
こ
れ
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
ろ
う
と
思
う
。 
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野
内
氏
の
秋
田
国
替
え
と
由
緒
を
め
ぐ
る
争
い 

平
岡 

崇 
 

野
内
氏
は
常
陸
国
月
居
城
に
居
城
し
て
い
た
が
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
、

佐
竹
氏
の
秋
田
国
替
え
に
随
行
し
て
、
父
祖
伝
来
の
月
居
城
を
離
れ
て
秋
田
へ

と
移
っ
た
。
こ
の
と
き
国
替
え
に
お
供
し
た
の
が
、
野
内
広
忠
・
大
膳
父
子
で

あ
る
と
さ
れ
る
。 

国
替
え
か
ら
約
一
〇
〇
年
が
経
過
し
た
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
、
野
内
氏

は
嫡
庶
争
論
に
揺
れ
て
い
た
。
嫡
庶
争
論
と
は
、
氏
族
内
の
本
分
関
係
な
ど
血

縁
に
関
し
て
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
藩
へ
起
訴
す
る
こ
と
を
い
う
。
元
禄
期
、

秋
田
藩
で
は
こ
の
手
の
争
論
が
多
く
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。
元
禄
九
年
（
一
六

九
六
）
八
月
に
開
始
さ
れ
た
佐
竹
氏
の
修
史
事
業
に
と
も
な
い
、
秋
田
藩
は
家

臣
た
ち
に
も
伝
来
の
系
図
や
証
文
な
ど
の
提
出
を
求
め
た
。
こ
の
と
き
系
図
や

証
文
類
の
提
出
先
と
な
り
、
修
史
を
担
っ
た
の
が
岡
本
元
朝
で
あ
る
。
元
朝
は

元
禄
十
年
七
月
、
文
書
改
奉
行
に
任
命
さ
れ
、
元
朝
の
下
に
は
「
文
書
所
」
が

設
置
さ
れ
た
。
「
文
書
所
」
と
は
各
家
か
ら
の
提
出
書
類
を
吟
味
す
る
部
局
で

あ
る
。
し
か
し
、
修
史
事
業
を
端
に
偽
系
図
や
偽
証
文
の
作
成
、
提
出
が
横
行

し
、
家
中
で
は
嫡
庶
争
論
が
頻
発
す
る
事
態
に
至
っ
た
。
嫡
庶
争
論
は
「
御
家

裁
判
」
と
も
称
さ
れ
、
そ
の
裁
判
を
担
当
し
た
の
も
「
文
書
所
」
で
あ
っ
た
。

野
内
氏
も
嫡
庶
争
論
が
勃
発
し
、
「
文
書
所
」
に
よ
る
裁
定
を
求
め
る
ま
で
に

発
展
し
た
。
元
禄
期
、
野
内
氏
は
由
緒
の
た
め
に
擾
々
た
る
事
態
を
招
来
し
て

い
た
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
、
実
際
に
野
内
氏
内
で
勃
発
し
た
嫡
庶
争
論
を
時
系
列
に
沿
っ
て

概
観
し
て
み
よ
う
。
発
端
は
元
禄
十
一
年
二
月
十
四
日
、
十
二
所
給
人
野
内
助

太
夫
が
藩
に
対
し
て
、
同
所
給
人
野
内
孫
兵
衛
・
五
左
衛
門
が
虚
偽
の
由
緒
を

申
告
し
た
と
訴
え
た
こ
と
に
よ
る
（
佐
竹
文
庫
Ａ
Ｓ
二
八
八
．
三
―
一
八
三
―
一
）
。

助
太
夫
の
主
張
を
要
約
す
る
と
、
「
孫
兵
衛
・
五
左
衛
門
と
も
私
の
先
祖
和
泉

か
ら
先
祖
別
れ
し
た
弟
の
家
系
で
、
野
内
氏
惣
領
の
大
膳
家
と
連
な
る
と
す
る

の
は
偽
り
だ
。
孫
兵
衛
・
五
左
衛
門
は
和
泉
と
と
も
に
秋
田
へ
下
向
し
た
者
の

子
孫
で
あ
る
。
し
か
し
、
孫
兵
衛
は
和
泉
の
次
弟
で
あ
る
元
祖
五
郎
右
衛
門
を

惣
領
大
膳
の
兄
弟
と
申
告
し
、
五
左
衛
門
は
和
泉
の
末
弟
五
左
衛
門
を
元
祖
と

す
べ
き
と
こ
ろ
、
宮
内
と
い
う
人
物
を
元
祖
と
申
告
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ど

ち
ら
も
間
違
い
だ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
孫
兵
衛
は
元
祖
の
名
前
こ
そ
同
じ
だ
が
、
助
太
夫
と
は
家
系
上
の
繋

が
り
が
な
い
と
申
告
し
、
五
左
衛
門
は
元
祖
の
名
前
か
ら
し
て
違
う
別
の
家
系

を
申
告
し
て
い
た
。
両
家
の
本
家
筋
を
自
認
し
て
い
た
助
太
夫
が
、
二
人
の
申

告
に
異
議
を
唱
え
た
の
は
当
然
と
い
え
る
。
さ
ら
に
助
太
夫
が
問
題
視
し
た
の

は
、
寛
文
期
（
一
六
六
一
～
七
二
）
の
幕
紋
改
め
で
あ
る
。
幕
紋
改
め
と
は
家
中

へ
の
陣
幕
の
調
査
の
こ
と
で
あ
り
、
家
中
系
図
の
書
上
げ
を
伴
っ
た
。
こ
れ
は

嫡
庶
争
論
の
契
機
と
な
り
、
偽
系
図
を
作
成
し
て
他
家
の
庶
家
と
な
り
、
そ
の

家
の
幕
紋
を
使
用
す
る
な
ど
、
同
族
間
の
不
和
を
生
じ
さ
せ
た
。
の
ち
に
元
禄

期
の
修
史
事
業
が
完
了
す
る
と
、
寛
文
期
の
系
図
は
偽
作
が
多
い
た
め
に
焼
却

処
分
さ
れ
た
と
い
う
。
助
太
夫
は
寛
文
期
に
孫
兵
衛
と
五
左
衛
門
の
祖
先
が
、

野
内
正
左
衛
門
と
行
っ
た
幕
紋
改
め
に
関
わ
る
申
し
合
わ
せ
こ
そ
が
、
家
系
誤

伝
の
原
因
で
あ
る
と
訴
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

助
太
夫
が
訴
え
を
起
こ
し
た
二
日
後
の
十
六
日
、
孫
兵
衛
と
五
左
衛
門
は
届

書
を
提
出
し
て
反
駁
し
て
い
る
。
孫
兵
衛
は
元
祖
五
郎
右
衛
門
が
野
内
大
膳
の

兄
弟
で
、
自
身
が
曾
祖
父
五
郎
右
衛
門
か
ら
数
え
て
四
代
目
に
あ
た
り
、
和
泉

の
弟
と
の
承
伝
は
な
い
と
反
論
し
た
。
五
左
衛
門
も
助
太
夫
家
よ
り
二
代
続
け

て
養
子
を
迎
え
た
こ
と
は
否
定
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
野
内
正
左
衛
門
の
先
祖

で
あ
る
肥
後
守
の
弟
宮
内
が
自
身
の
元
祖
と
す
る
主
張
を
一
切
曲
げ
な
か
っ

た
。
ま
た
両
者
と
も
幕
紋
改
め
時
の
正
左
衛
門
と
の
申
し
合
わ
せ
に
間
違
い
は

な
い
と
い
う
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
（
佐
竹
文
庫
Ａ
Ｓ
二
八
八
．
三
―
一
八
〇
―
二
、

一
八
二
―
二
）。 

双
方
の
主
張
が
平
行
線
を
辿
る
な
か
で
、
助
太
夫
は
同
年
三
月
十
五
日
か
ら

四
月
二
十
八
日
の
一
か
月
半
の
あ
い
だ
に
、
久
保
田
（
秋
田
）
在
住
の
野
内
岡

之
允
と
の
書
簡
の
遣
り
取
り
を
通
し
て
事
実
確
認
を
行
っ
て
い
る
（
佐
竹
文
庫

Ａ
Ｓ
二
八
八
．
三
―
一
八
三
―
四
・
五
・
七
、
一
八
四
―
一
～
三
）
。
岡
之
允
は
野
内
大

膳
の
直
系
と
さ
れ
る
野
内
氏
の
惣
領
家
で
あ
る
。
岡
之
允
の
祖
父
が
正
左
衛
門
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に
あ
た
り
、
助
太
夫
が
問
題
視
し
て
い
る
寛
文
期
の
幕
紋
改
め
時
に
申
し
合
わ

せ
を
し
た
人
物
で
あ
る
。
助
太
夫
は
岡
之
允
に
対
し
て
孫
兵
衛
と
五
左
衛
門
が

岡
之
允
家
に
連
な
る
と
す
る
主
張
は
全
く
承
認
で
き
な
い
と
不
服
を
述
べ
、
孫

兵
衛
と
五
左
衛
門
を
野
内
大
膳
家
の
系
図
上
の
ど
こ
か
ら
先
祖
別
れ
し
た
と

申
請
す
る
つ
も
り
か
詳
細
な
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
の
要
求
に
対

し
て
岡
之
允
は
、
藩
か
ら
岡
之
允
家
の
系
図
に
孫
兵
衛
・
五
左
衛
門
を
書
き
加

え
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
が
、
大
膳
以
前
の
家
系
は
不
明
で
両
者
と
も
に
大
膳

以
前
の
分
流
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
書
き
加
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
延
引
し
て

い
る
と
回
答
し
た
。 

助
太
夫
は
岡
之
允
と
の
書
簡
の
往
復
を
三
度
繰
り
返
し
、
孫
兵
衛
と
五
左
衛

門
の
主
張
が
根
拠
薄
弱
で
あ
る
と
の
確
信
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
五
月
九
日
に

願
書
を
藩
に
提
出
し
、
孫
兵
衛
と
五
左
衛
門
の
主
張
す
る
由
緒
が
誤
り
で
あ
る

と
す
る
証
拠
を
固
め
て
再
度
提
訴
し
た
。
助
太
夫
は
岡
之
允
と
の
書
簡
の
遣
り

取
り
で
得
た
情
報
を
も
と
に
、
孫
兵
衛
と
五
左
衛
門
が
自
家
と
岡
之
允
家
と
結

び
付
け
る
の
は
、
特
段
の
由
緒
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
と
断
定
し
て
い
る
。

改
め
て
孫
兵
衛
の
元
祖
五
郎
右
衛
門
を
和
泉
の
弟
で
あ
る
と
し
、
ま
た
五
左
衛

門
が
元
祖
と
主
張
す
る
宮
内
が
、
大
膳
の
弟
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
否

定
し
た
（
佐
竹
文
庫
Ａ
Ｓ
二
八
八
．
三
―
一
八
三
―
二
）
。 

助
太
夫
が
こ
の
願
書
を
提
出
し
た
お
よ
そ
一
か
月
半
後
、
孫
兵
衛
と
五
左
衛

門
は
揃
っ
て
届
書
を
提
出
し
て
再
び
反
論
を
展
開
し
た
。
孫
兵
衛
は
曾
祖
父
以

前
か
ら
常
陸
国
以
来
の
大
膳
の
弟
と
の
伝
承
が
あ
る
も
の
の
、
何
代
目
の
大
膳

の
分
流
で
あ
る
か
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
岡
之
允
の
系
図
に
書
き
加
え
ら

れ
ず
提
出
が
延
引
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
大
膳
の
分
流
で
あ
る
こ
と
を
否

定
さ
れ
る
理
由
に
は
該
当
し
な
い
。
ま
た
、
常
陸
国
に
お
い
て
大
膳
弟
を
代
々

相
続
し
て
き
た
た
め
、
常
陸
国
に
は
眷
属
が
多
数
お
り
、
そ
の
者
た
ち
の
多
く

と
秋
田
へ
下
向
し
た
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
孫
兵
衛
は
、
大
膳
（
惣
領
）
家
分

流
と
し
て
具
体
的
な
証
左
は
な
い
が
、
そ
れ
が
助
太
夫
の
分
家
筋
と
の
結
論
に

直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
と
論
を
展
開
し
、
さ
ら
に
国
替
え
前
に
縁
戚
関
係
を

持
ち
出
し
て
自
家
の
も
つ
歴
史
性
を
主
張
し
た
（
佐
竹
文
庫
Ａ
Ｓ
二
八
八
．
三
―
一

八
〇
―
一
）
。 

五
左
衛
門
は
、
元
祖
宮
内
は
後
に
若
狭
を
名
乗
っ
た
が
常
陸
国
に
お
い
て
病

死
し
た
た
め
、
国
替
え
時
は
和
泉
の
弟
五
左
衛
門
が
跡
を
継
い
で
下
向
し
た
と

主
張
、
助
太
夫
が
若
狭
（
宮
内
）
を
除
外
し
て
五
左
衛
門
を
元
祖
と
す
る
の
は

想
定
外
か
つ
迷
惑
だ
と
訴
え
た
。
ま
た
、
五
左
衛
門
の
祖
父
と
岡
之
允
の
祖
父

正
左
衛
門
が
申
し
合
わ
せ
た
陣
幕
お
よ
び
家
系
に
つ
い
て
、
系
図
が
な
く
明
確

な
時
代
は
不
明
だ
が
、
双
方
と
も
に
国
替
え
当
時
の
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
者

同
士
が
申
し
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
五
左
衛
門
は
、
和
泉
の

弟
五
左
衛
門
を
元
祖
と
主
張
す
る
助
太
夫
の
方
こ
そ
が
虚
偽
の
申
告
と
糾
弾

し
、
寛
文
期
の
幕
紋
改
め
が
正
当
な
も
の
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
（
佐
竹
文
庫

Ａ
Ｓ
二
八
八
．
三
―
一
八
二
―
一
）
。 

争
論
が
発
生
し
て
か
ら
一
年
が
経
過
し
て
も
、
互
い
の
主
張
は
食
い
違
い
続

け
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
元
禄
十
二
年
四
月
に
停

滞
し
て
い
た
「
文
書
所
」
に
よ
る
裁
定
が
始
ま
っ
た
。
「
文
書
所
」
は
十
二
所

給
人
た
ち
や
野
内
助
太
夫
に
対
し
て
、
古
系
図
や
証
文
の
類
を
所
持
し
て
い
れ

ば
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
た
（
岡
本
元
朝
日
記
一
巻 

一
六
二
頁
）
。
し
か
し
、
こ
れ

に
該
当
す
る
書
類
は
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
助
太
夫
は
同
年
五
月
九
日

に
、
自
家
に
証
文
が
な
い
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
（
佐
竹
文
庫
Ａ
Ｓ
二
八
八
．
三

―
一
八
三
―
六
）
。 

こ
の
争
論
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
は
、
十
二
所
城
代
茂
木
弥
三
郎
だ
っ
た
。

弥
三
郎
は
助
太
夫
の
言
い
分
に
一
定
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
孫
兵
衛
と
五

左
衛
門
を
助
太
夫
分
家
と
は
裁
定
し
な
か
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
助
太
夫
が

系
図
や
証
文
な
ど
の
さ
し
た
る
証
拠
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
響
い

た
の
で
あ
る
（
佐
竹
文
庫
Ａ
Ｓ
二
八
八
．
二
―
一
一
〇
―
一
）
。
助
太
夫
が
遠
慮
し
、

訴
え
を
取
り
下
げ
る
と
い
う
形
で
こ
の
論
争
は
幕
を
閉
じ
た
（
岡
本
元
朝
日
記
一

巻 
一
六
九
頁
）
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
萩
博
物
館
） 
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ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ 

野
内
秀
伸 

  

七
月
の
中
旬
頃
、
袋
田
の
滝
の
両
側
の
岩
上
や
男
体
山
、
西
金
砂
山
な
ど
の

岩
壁
に
、
だ
い
だ
い
色
を
し
た
ユ
リ
が
咲
き
出
す
。
斜
め
に
伸
び
た
細
い
茎
に

は
、
広
線
形
で
狭
い
葉
が
密
に
つ
き
、
一
～
二
個
の
花
を
つ
け
る
。
こ
の
花
が
、

「
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
」
で
あ
る
。 

 

昭
和
十
七
年
、
元
東
京
大
学
の
本
田
正
次
博
士
が
埼
玉
県
秩
父
の
武
甲
山
の

岩
壁
に
生
育
す
る
ユ
リ
を
発
見
し
、
「
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
」
と
名
づ
け
発
表

し
た
。
そ
れ
か
ら
時
が
過
ぎ
て
、
昭
和
四
十
年
、
茨
城
大
学
生
物
研
究
会
の
一

行
が
、
袋
田
の
滝
で
こ
の
ユ
リ
に
よ
く
似
た
も
の
を
発
見
し
た
。 

 

武
甲
山
の
ユ
リ
と
全
く
よ
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
元
茨
城
大
学

教
授
の
鈴
木
昌
友
博
士
が
機
関
誌
『
フ
ロ
ラ
茨
城
』
に
記
載
す
る
と
、
大
き
な

反
響
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
男
体
山
や
西
金
砂
山
で
も
発
見
さ
れ
た
が
、
個
体

数
が
少
な
く
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
大
切
に
見
守
っ
て
い
き

た
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、
「
ス
カ
シ
ユ
リ
」
は
、
近
縁
の
種
類
で
あ
り
、
花
弁
と
い
わ
れ

て
い
る
六
枚
の
花
被
片
を
よ
く
見
る
と
、
上
半
部
は
開
出
し
、
下
半
部
は
細
長

く
な
り
、
上
か
ら
見
る
と
、
花
被
片
ど
う
し
が
少
し
離
れ
て
透
い
て
い
る
の
で

「
ス
カ
シ
ユ
リ
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
分
布
は
中
部
地
方
以
北
の
海
岸
砂
浜
で

あ
る
。
今
、
品
種
改
良
さ
れ
、
様
々
な
花
の
色
を
も
つ
種
類
が
、
花
屋
の
店
先

に
な
ら
び
、
球
根
や
切
り
花
で
売
ら
れ
て
い
る
。 

 

北
海
道
の
海
岸
に
生
育
す
る
も
の
は
「
エ
ゾ
ス
カ
シ
ユ
リ
」
と
呼
ば
れ
、
綱

走
市
の
原
生
花
園
の
も
の
は
と
く
に
有
名
で
あ
る
。
茎
は
直
立
し
て
太
く
角
ば

っ
て
お
り
、
乳
頭
状
の
突
起
が
比
較
的
少
な
く
て
、
白
色
の
綿
毛
が
多
い
。 

 

「
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
」
の
茎
は
細
く
、
下
方
に
乳
頭
状
突
起
が
多
い
が
、

白
い
綿
毛
は
な
い
。 

 

東
北
地
方
に
は
、
海
岸
か
ら
離
れ
た
山
地
の
岩
壁
に
ま
れ
に
「
ヤ
マ
ス
カ
シ

ユ
リ
」
と
い
う
変
種
が
生
育
し
て
い
る
。
茎
は
円
く
、
葉
は
先
が
長
く
と
が
り
、

白
い
綿
毛
は
な
い
。
分
布
は
、
新
潟
、
福
島
、
山
形
、
秋
田
県
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
三
種
の
成
り
立
ち
に
は
、
次
の
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。 

 

一
つ
は
、「
エ
ゾ
ス
カ
シ
ユ
リ
」
と
「
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
」
の
中
間
形
が
、

「
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
（
大
井
次
三
郎
氏
）。 

 

も
う
一
つ
は
、
「
ス
カ
シ
ユ
リ
」
に
近
縁
で
あ
っ
て
、
広
く
分
布
す
る
「
エ

ゾ
ス
カ
シ
ユ
リ
」
が
、
本
州
の
海
岸
や
山
地
で
隔
離
さ
れ
、
「
ス
カ
シ
ユ
リ
」

に
な
っ
た
と
い
う
考
え
で
あ
る
（
北
村
四
郎
氏
）
。 
 

大
子
町
に
は
、
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
に
ま
つ
わ
る
次
の
よ
う
な
伝
説
が
あ
る
。 

「
大
昔
、
常
陸
の
国
の
北
部
に
世
に
も
稀
な
る
美
し
い
娘
が
住
ん
で
い
た
。
彼

女
は
、
た
く
ま
し
い
若
者
に
愛
を
求
め
ら
れ
、
た
わ
む
れ
に
、
東
の
方
に
住
む

凶
暴
な
ワ
ニ
を
た
お
し
た
ら
身
を
捧
げ
る
、
と
約
束
し
た
。
若
者
は
ワ
ニ
と
対

決
し
、
つ
い
に
ワ
ニ
を
投
げ
飛
ば
し
た
が
、
自
分
も
ワ
ニ
の
爪
に
か
か
っ
て
娘

を
恋
し
な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た
。 

 

こ
の
ワ
ニ
の
投
げ
ら
れ
て
出
来
た
窪
地
を
『
鰐
ヶ
淵
』
と
い
う
。
こ
れ
を
見

た
娘
は
、
後
悔
の
あ
ま
り
己
の
ふ
く
よ
か
な
乳
房
を
刃
で
突
い
て
若
者
の
後
を

追
っ
た
。
そ
の
鮮
血
が
若
者
の
屍
に
か
か
る
と
、
屍
は
み
る
み
る
た
く
ま
し
く

大
き
く
な
り
、
山
に
変
わ
っ
た
。
そ
の
山
は
後
に
男
体
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

 

ま
た
、
娘
の
血
潮
が
し
た
た
り
落
ち
た
所
か
ら
、
橙
黄
色
の
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ

ユ
リ
が
咲
き
出
し
た
。
だ
か
ら
、
今
で
も
た
く
ま
し
く
切
り
立
っ
た
男
体
山
の

胸
肌
に
ぴ
っ
た
り
と
寄
り
添
っ
て
咲
き
、
男
体
山
を
な
ぐ
さ
め
て
い
る
の
だ
と

い
う
。 

 

そ
し
て
、
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
の
咲
き
続
け
る
間
は
、
決
し
て
女
体
山
と
い

う
山
は
現
れ
ず
、
男
体
山
だ
け
が
存
在
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
」（
『
茨
城
の

花
』
一
四
一
頁
）
。 

 

ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
を
な
が
め
る
と
こ
の
悲
話
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。 

参
考
文
献 

鈴
木
昌
友
著
『
茨
城
の
花
』
一
九
七
六
年 

 
 
 
 

 
 
 

大
井
次
三
郎
著
『
日
本
植
物
誌
』
一
九
七
五
年 

北
村
四
郎
共
編
著
『
原
色
日
本
植
物
図
鑑
下
』
一
九
七
四
年 

 

（
大
子
町
在
住
） 
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生
瀬
の
乱
の
伝
承
の
成
立
と
変
容
過
程
に
つ
い
て
（
下
） 

              
 

 
 

 
 
 

                    

高
橋 

裕
文 

 

〈
高
倉
等
の
調
査
〉 

  

で
は
高
倉
逸
斎
等
は
、
水
戸
藩
が
行
っ
た
小
生
瀬
村
一
村
成
敗
と
い
う
仁

政
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
反
す
る
事
件
を
な
ぜ
調
べ
る
気
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
は
年
代
が
離
れ
て
お
り
、
水
戸
藩
に
対
す
る
反
発
が
起
き
る
可
能

性
が
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
天
明
・
寛
政
以
降
水
戸
藩
も
農
村
荒
廃
に
対

し
て
藩
政
改
革
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
お
り
、
過
去
の
苛
政
や
弊
政
と
は
決

別
す
る
立
場
で
あ
っ
た
。
で
あ
る
か
ら
、
幕
初
の
残
虐
な
事
件
で
あ
っ
て
も

責
任
を
感
じ
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
改
革
派
の
立
場
に
よ
り
、

こ
の
事
件
を
客
観
的
に
調
査
し
実
態
に
迫
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。こ
の
結
果
、

文
政
年
間
の
『
水
戸
紀
年
』
に
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
生
瀬
の
乱
の
事

実
が
載
せ
ら
れ
た
。 

 

〈
小
生
瀬
村
の
伝
承
〉 

 

  

こ
の
高
倉
や
郡
奉
行
等
が
確
認
の
た
め
小
生
瀬
村
の
農
民
に
事
件
の
様
子

を
聞
い
て
み
る
と
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
く
、
た
だ
干
支
と
日
に
ち
だ
け

が
酉
年
十
月
十
日
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
小
生
瀬
村
に
事

件
の
は
じ
め
の
代
官
手
代
襲
撃
を
水
戸
に
訴
え
に
走
り
、
生
き
残
っ
た
庄
屋

の
子
孫
が
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
庄
屋
は
百
姓
た
ち
と
は
逆

の
立
場
で
あ
り
、
詳
し
く
語
る
こ
と
は
せ
ず
干
支
と
日
に
ち
を
答
え
た
だ
け

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
藩
の
依
頼
で
小
生
瀬
村
再
開
発
に
入
っ
た
大
子

村
大
庄
屋
大
藤
家
は
そ
れ
ま
で
の
行
き
が
か
り
が
な
く
、
郡
奉
行
等
の
調
査

を
き
っ
か
け
と
し
て
事
件
後
開
発
に
入
っ
た
経
過
を
記
録
と
し
て
残
す
余
裕

が
で
き
た
。 

 

〈
消
え
た
小
生
瀬
村
民
〉 

  

こ
れ
に
対
し
、
小
生
瀬
村
の
百
姓
の
中
に
は
生
瀬
の
乱
に
つ
い
て
の
伝
承

は
な
か
っ
た
。
も
し
あ
っ
た
と
す
れ
ば
当
事
者
し
か
知
り
得
な
い
事
実
が
あ

り
、
秘
か
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
何
ら
か
の
供
養
が
な
さ
れ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
伝
承
や
祭
事
は
郡
奉
行
等
の
聞

き
取
り
が
あ
っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
語
る
べ
き
村
民

が
す
べ
て
消
滅
し
新
た
に
入
れ
替
わ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

〈
幕
末
の
伝
承
〉 

  

最
後
に
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
加
藤
寛
斎
『
北
郡
里
程
間
数
之
記
』
に

記
さ
れ
て
い
る
事
件
の
内
容
は
、
小
生
瀬
村
民
が
年
貢
催
促
に
来
た
偽
役
人

と
間
違
っ
て
後
に
来
た
本
物
の
役
人
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
が
事
件
の
原
因

で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
事
件
の
責
任
を
小
生
瀬
村
民
の
過
ち
に
求
め
る

と
い
う
倒
錯
し
た
、
諧
謔
的
な
も
の
へ
と
変
じ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
高
倉
等

の
調
査
し
た
事
件
の
内
容
と
は
大
き
く
食
い
違
い
、
弁
解
的
な
内
容
と
な
っ

て
い
た
。
幕
末
水
戸
藩
は
改
革
が
完
成
し
、
き
び
し
く
封
建
的
秩
序
を
求
め

る
立
場
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
り
、
生
瀬
の
乱
の
実
態
が
そ
の
ま
ま
広
が
る
こ

と
を
許
す
余
裕
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
中
で
小
生
瀬
村
の
農

民
が
殺
害
さ
れ
た
地
獄
沢
な
ど
の
遺
跡
が
図
入
り
で
載
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、

生
瀬
の
乱
の
実
態
を
追
究
す
る
上
で
そ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
重
要
な
前
進

で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
那
珂
市
在
住
） 

 

（
絵 

野
内
秀
伸
） 
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戦
場
と
な
っ
た
大
子
西
部
の
中
世
城
郭 

藤
井
達
也 

 
  

大
子
町
中
心
部
を
抜
け
て
那
珂
川
町
へ
と
向
か
う
国
道
四
六
一
号
線
沿
い

に
は
、
大
子
城
を
は
じ
め
と
し
て
、
高
岡
城
・
芦
野
倉
城
・
依
上
城
・
塙
館
・

八
幡
館
・
下
金
沢
未
城
・
女
倉
館
・
鎌
倉
館
な
ど
多
数
の
中
世
城
郭
が
存
在

し
ま
す
。
武
茂
や
那
須
地
域
と
大
子
を
つ
な
ぐ
道
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
城
郭

が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
子
地
域
に
関
わ
る
領
主
が
西
方
面
を
強

く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
城
郭
は
依

上
城
を
除
い
て
中
世
当
時
の
史
料
に
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
現
さ
ず
、
い
つ
ど
の

よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の
か
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
戦
国
時
代
の
史
料
の
断
片
か
ら
、
城
郭
が
使
わ
れ
て
い
た
当
時
の
姿
に
迫

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
（
史
料
は
漢
文
を
書
き
下
し
て
掲
載
し
、
（ 

）
で
必
要

事
項
を
補
い
ま
し
た
）
。 

 

一
族
の
内
紛
（
佐
竹
の
乱
）
を
克
服
し
た
佐
竹
義
舜
は
、
永
正
七
年
（
一
五

一
〇
）
に
大
子
地
域
へ
と
進
出
し
ま
す
。
こ
れ
は
当
時
父
子
で
争
っ
て
い
た

古
河
公
方
家
（
足
利
政
氏 

対 

足
利
高
基
）
の
動
き
に
連
動
し
た
も
の
で
、
佐
竹

氏
は
宇
都
宮
に
拠
点
を
置
く
政
氏
方
と
し
て
軍
事
行
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
同
じ
頃
、
下
野
国
の
那
須
氏
も
古
河
公
方
家
の
対
立
の
影
響
を
受

け
つ
つ
、
上
那
須
家
（
高
基
方
）
・
下
那
須
家
（
政
氏
方
）
に
分
か
れ
て
争
っ
て

い
ま
し
た
。
佐
竹
氏
は
永
正
七
年
以
降
度
々
、
政
氏
の
要
請
に
応
じ
て
上
那

須
家
を
攻
撃
し
て
お
り
、
そ
の
過
程
で
大
子
地
域
に
進
出
し
た
よ
う
で
す
。 

 

永
正
十
三
年
に
も
佐
竹
氏
は
岩
城
氏
と
と
も
に
下
野
国
に
出
兵
し
ま
す
。

氏
家
の
今
宮
神
社
の
記
録
に
は
、
「
其
年
（
永
正
十
三
年
）
六
月
廿
六
日
、
上

那
須
浄
法
寺
、
な
わ
つ
る
し
と
申
す
地
に
て
、
岩
城
佐
竹
罷
出
候
。
宇
都
宮

よ
り
御
出
陣
に
て
、
敵
悉
々
切
取
成
さ
れ
候
。
其
儘
七
月
、
佐
竹
江
御
出
陣

候
」（
「
今
宮
祭
祀
録
」
）
と
あ
り
、
六
月
二
十
六
日
の
上
那
須
浄
法
寺
の
な
わ
つ

る
し
（
縄
釣
、
那
珂
川
町
）
の
戦
い
で
、
佐
竹
氏
等
が
宇
都
宮
氏
（
忠
綱
、
高
基

方
）
に
敗
北
し
、
佐
竹
領
ま
で
攻
め
込
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
同
年

七
月
四
日
に
は
月
居
城
（
袋
田
）
に
「
馳
籠
」
っ
た
石
井
氏
や
滑
川
氏
に
対
す

る
佐
竹
義
舜
か
ら
の
官
途
状
（
恩
賞
と
し
て
官
途
を
与
え
る
書
状
）
が
出
さ
れ
て

お
り
、
縄
釣
の
戦
い
直
後
に
月
居
城
へ
の
攻
撃
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。 

 

こ
の
一
連
の
戦
い
に
関
わ
る
記
述
が
、
伊
勢
神
宮
の
御
師
の
家
に
伝
わ
る

「
佐
八
文
書
」
の
史
料
に
見
ら
れ
ま
す
。 

 

「
（
前
略
）
今
度
岩
城
・
佐
竹
の
外
、
奥
口
軍
兵
五
千
余
騎
、
当
国
（
下
野
国
）

中
上
那
須
庄
出
張
に
至
り
、
去
月
（
六
月
）
廿
六
日
、
当
手
（
宇
都
宮
氏
方
）

に
打
ち
向
か
ひ
て
一
戦
を
遂
ぐ
。
彼□

□
□

打
捕
り
、
近
辺
・
在
々
所
々
要

害
、
或
は
責
め
落
と
し
、
或
は
降
参
し
、
悉
く
本
意
に
属
し
、
馬
を
納
め
ら

れ
候
。
（
後
略
）
」 

（
（
永
正
十
三
年
）
七
月
十
三
日
付
「
修
理
亮
忠
好
書
状
」 

佐

八
文
書
） 

 

六
月
二
十
六
日
の
縄
釣
の
戦
い
に
勝
利
し
た
宇
都
宮
氏
は
、
余
勢
を
駆
っ

て
「
近
辺
・
在
々
所
々
要
害
」
を
攻
略
し
た
の
ち
、
七
月
十
三
日
ま
で
に
は

帰
参
（
納
馬
）
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
近
辺
・
在
々
所
々
要
害
」

は
い
っ
た
い
何
を
指
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

「
六
月
二
十
六
日 

縄
釣
の
戦
い→

七
月
初 

月
居
城
攻
防
戦
」
と
い
う

時
系
列
を
考
え
る
と
、
宇
都
宮
氏
は
縄
釣
か
ら
月
居
城
ま
で
の
最
短
経
路
を

進
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
武
茂
（
那
珂
川
町
）
を
経
由
し
、
現
在
の
国

道
四
六
一
号
線
に
重
な
る
も
の
で
、「
近
辺
・
在
々
所
々
要
害
」
は
大
子
西
部

の
も
の
を
含
む
同
ル
ー
ト
中
の
城
郭
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
在
々
所
々
」
と
あ
る
通
り
、
複
数
の
城
郭
が
ル
ー
ト
上
に
あ
っ
た
の
で
す
。 

 
永
正
十
三
年
六
月
末
か
ら
七
月
初
頭
に
か
け
て
、
宇
都
宮
氏
は
大
子
西
部

の
城
郭
群
を
攻
略
し
、
月
居
城
ま
で
攻
め
寄
せ
た
の
で
し
た
。 

 

具
体
的
な
城
郭
名
ま
で
は
不
明
で
す
が
、
大
子
西
部
の
城
郭
群
が
十
六

世
紀
初
頭
に
は
使
用
さ
れ
、
戦
い
の
舞
台
に
な
っ
た
こ
と
が
史
料
か
ら
わ
か

り
ま
し
た
。
大
子
西
部
の
多
数
の
中
世
城
郭
跡
は
、
中
世
大
子
地
域
と
那
須

地
域
と
の
深
い
関
わ
り
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
す
。 

（
水
戸
市
立
博
物
館
） 
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大
生
瀬
坂
西
地
区
の
農
事
と
神
事
今
昔
考 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

齋
藤
仁
司 

 

私
が
幼
年
時
代
を
過
ご
し
た
昭
和
三
十
年
代
の
主
な
農
業
収
入
源
は
、
米
、

麦
、
豆
類
の
他
に
煙
草
、
蒟
蒻
、
楮
、
養
蚕
、
牛
（
肥
育
）
等
で
あ
る
。
こ
れ

ら
に
係
る
農
作
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、
今
と
違
っ
て
人
力
で
行
わ
れ
た
。
農
家

の
人
た
ち
は
、
自
ら
の
力
で
耕
し
た
り
、
植
え
た
り
、
刈
っ
た
り
、
背
負
っ

た
り
し
た
。
大
人
に
混
じ
っ
て
、
子
供
も
一
生
懸
命
働
い
た
。
こ
う
し
た
農

作
業
を
助
け
た
の
が
馬
で
あ
る
。
田
の
耕
起
、
代
掻
き
、
荷
物
の
運
搬
等
に

大
き
な
力
を
発
揮
し
、
農
業
経
営
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の

糞
尿
は
、
大
事
な
堆
肥
の
元
と
も
な
っ
た
。
例
え
ば
耕
起
の
時
に
は
、
マ
ン

ガ
（
馬
鍬
）
と
呼
ば
れ
る
農
具
を
馬
の
背
に
つ
け
て
引
か
せ
る
の
だ
が
、
馬
を

手
綱
で
誘
導
す
る
の
を
マ
ン
ガ
取
り
と
言
っ
た
。
こ
の
馬
も
、
三
十
年
代
を

通
し
て
徐
々
に
牛
に
代
わ
っ
て
い
っ
た
。
他
に
中
小
家
畜
と
し
て
、
綿
羊
、

山
羊
、
兎
等
が
飼
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
乳
は
主
に
乳
幼
児
に
与
え
ら
れ
た
。 

人
力
を
確
保
す
る
た
め
に
、
と
く
に
農
繁
期
に
は
「
結
」（
ゆ
い
）
と
い
う

仕
組
み
が
機
能
し
た
。
結
と
は
、
田
植
え
や
茶
摘
み
等
の
繁
忙
期
に
地
区
内

の
懇
意
に
し
て
い
る
農
家
同
士
で
労
働
力
を
提
供
し
合
い
、
手
伝
い
合
う
こ

と
で
あ
る
。
例
え
ば
田
植
当
日
、
女
衆
は
朝
明
け
ぬ
う
ち
に
赤
飯
を
炊
い
た

り
食
事
を
用
意
す
る
。
一
方
男
衆
は
、
田
植
前
日
か
当
日
に
早
朝
か
ら
松
明

の
灯
り
で
苗
採
り
を
す
る
。
そ
し
て
共
同
で
田
植
で
あ
る
。
当
日
は
子
供
も

含
め
一
家
総
出
で
あ
り
、
子
供
の
役
目
は
苗
投
げ
（
打
ち
）
や
休
憩
時
の
荷
物

運
び
等
で
あ
る
。
一
軒
の
田
植
が
終
わ
る
と
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
農
家
は

手
伝
っ
て
く
れ
た
農
家
に
お
返
し
を
す
る
、
こ
れ
が
結
返
し
で
あ
る
。
ま
た
、

春
秋
の
農
繁
期
に
は
学
校
が
一
日
休
み
に
な
っ
た
り
、
お
寺
（
実
相
院
）
に
は

季
節
保
育
所
が
数
週
間
開
設
さ
れ
て
、
農
家
の
便
宜
が
図
ら
れ
た
。 

当
時
の
家
の
間
取
り
は
、
農
作
業
と
密
接
に
絡
ん
で
い
た
。
例
え
ば
、
座

敷
を
仕
切
る
襖
、
帯
戸
、
障
子
を
外
せ
ば
広
い
空
間
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は

蚕
の
飼
育
や
煙
草
、
蒟
蒻
の
乾
燥
に
役
立
っ
た
。
ま
た
、
玄
関
を
入
る
と
広

い
土
間
が
あ
り
、
背
戸
ま
で
土
足
で
行
け
た
。
こ
の
土
間
は
、
雨
天
時
や
夜

間
の
作
業
場
と
な
る
。
夕
食
後
か
ら
の
作
業
は
夜
ワ
リ
と
言
っ
て
、
藁
で
縄
、

筵
、
蓑
、
足
中
、
炭
俵
、
米
俵
等
を
作
っ
た
り
、
煙
草
や
蒟
蒻
等
の
季
節
ご

と
の
作
業
を
夜
中
ま
で
行
っ
た
。
土
間
に
隣
接
し
て
、
出
入
り
が
自
由
な
厩

が
あ
っ
た
。
馬
は
家
族
と
同
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
馬
の
様
子
に
い
つ
も
気
遣

い
、
必
要
な
時
に
は
い
つ
で
も
世
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

次
に
習
俗
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。
田
植
が
無
事
に
終
わ
る
と
、
「
さ

な
ぶ
り
」
の
神
事
が
あ
る
。「
さ
な
ぶ
り
」
に
は
、
豊
作
祈
願
に
苗
を
束
ね
て

神
酒
に
濡
ら
し
、
お
釜
様
に
神
酒
と
と
も
に
お
供
え
す
る
。
言
い
継
ぎ
に
よ

り
触
れ
が
回
る
と
、
そ
の
日
は
、
農
作
業
を
せ
ず
団
子
や
蓬
餅
、
柏
餅
、
大

福
等
の
御
馳
走
を
作
っ
て
食
べ
た
り
、
湯
治
を
し
た
り
、
余
暇
を
楽
し
む
。

田
植
で
疲
れ
た
体
を
癒
し
、
英
気
を
養
う
の
で
あ
る
。
こ
の
言
い
継
ぎ
は
、

田
植
作
業
が
最
後
に
終
わ
っ
た
家
か
ら
発
す
る
こ
と
が
習
わ
し
で
あ
る
。
種

を
直
播
す
る
水
苗
代
の
種
蒔
終
了
時
は
、
苗
代
神
事
と
言
う
。 

田
の
作
業
の
始
ま
り
に
は
、
田
の
神
様
神
事
や
鳥
追
い
神
事
が
あ
る
。
前

者
は
、
田
の
土
手
に
藁
で
台
を
作
り
、
竹
に
突
き
刺
し
て
餅
を
お
供
え
す
る

も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
農
家
の
敵
鳥
を
追
い
払
う
こ
と
か
ら
豊
作
や
息
災

祈
願
を
意
味
し
て
い
る
。
他
に
、
天
王
様
、
天
道
念
仏
、
御
数
珠
廻
し
等
の

神
事
が
あ
る
。
地
区
民
が
一
堂
に
会
し
て
、
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
、
家
庭

安
泰
等
を
祈
願
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
正
月
六
日
の
山
神
様
・
山
入
り
は
、

御
神
酒
や
上
げ
物
を
お
供
え
し
て
祈
願
す
る
。
神
社
の
例
大
祭
、
荷
渡
祭
、

雷
神
祭
、
八
雲
祭
、
新
穀
感
謝
祭
等
の
神
事
は
生
活
に
根
ざ
し
た
信
仰
心
の

現
れ
で
あ
る
。
各
家
に
は
内
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
わ
が
家
の
場

合
は
、
背
戸
山
の
頂
上
に
蔵
王
様
を
祀
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
は
農
事
と
神
事
は
密
接
に
繋
が
っ
て
い
た
。
し
か

し
今
日
、
農
業
の
機
械
化
が
進
み
、
農
業
経
営
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
る

な
か
で
、「
結
」
に
象
徴
さ
れ
る
農
家
同
士
の
結
び
つ
き
や
様
々
な
習
俗
も
変

わ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

（
大
子
町
在
住
）
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こ
ん
に
ゃ
く
の
神
様
（
五
） 

私
の
高
祖
父
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
栽
培
研
究
（
品
種
と
品
種
改
良
） 

  

現
在
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
品
種
は
、
主
に
日
本
国
内
で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
き

た
「
既
存
の
品
種
」
と
、
よ
り
栽
培
し
や
す
く
品
種
改
良
を
し
た
「
は
る
な
く

ろ
」
、「
あ
か
ぎ
お
お
だ
ま
」
、「
み
ょ
う
ぎ
ゆ
た
か
」
、「
み
や
ま
ま
さ
り
」
等
の

「
育
成
品
種
」
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

勝
次
の
研
究
し
て
い
た
昭
和
二
十
～
三
十
年
代
は
、
国
内
で
古
く
か
ら
栽
培

さ
れ
て
き
た
在
来
種
、
備
中
種
と
大
正
時
代
に
中
国
か
ら
輸
入
し
た
支
那
種
が

主
流
だ
っ
た
。 

在
来
種
は
、
精
粉
歩
留
ま
り
、
粘
度
が
高
く
、
品
質
は
優
良
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
勝
次
は
研
究
報
告
書
の
中
で
、
特
に
在
来
種
の
赤
茎
種
の
こ
と
を
「
優

良
品
種
と
し
て
推
奨
す
る
」
。
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
誌
前
号
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、
病
気
に
弱
く
、
気
象
状
況
に
も
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
栽
培

が
難
し
い
の
が
欠
点
で
あ
る
。 

備
中
種
は
、
グ
ル
コ
マ
ン
ナ
ン
含
有
率
が
低
く
、
粒
子
が
小
粒
で
粘
度
が
低

い
。
そ
の
た
め
歩
留
ま
り
が
低
く
、
価
格
が
低
い
。 

支
那
種
は
、
粘
土
が
強
い
が
、
精
粉
歩
留
ま
り
が
最
も
低
い
。
気
象
障
害
に

は
強
く
強
健
だ
が
、
腐
敗
病
に
か
か
る
と
伝
染
が
早
く
被
害
が
大
き
く
な
る
こ

と
か
ら
、
勝
次
は
品
質
が
悪
い
と
か
劣
等
品
種
と
述
べ
て
い
る
。 

 

勝
次
は
、
当
時
の
限
ら
れ
た
品
種
の
中
で
芋
の
肥
大
が
良
い
品
種
の
種
芋
を

い
か
に
増
殖
さ
せ
る
か
、
品
種
改
良
の
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
。 

別
表

の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
品
種
の
数
値
を
取
り
、
「
葉
巾
の
広
い
枝
の
長
い
厚
葉

の
も
の
に
標
識
を
附
し
貯
蔵
す
る
」
こ
と
で
母
芋
と
す
る
。
ま
た
、
「
肥
大
の

最
も
良
い
と
認
め
た
も
の
を
別
篭
に
入
れ
て
荷
札
を
附
し
貯
蔵
」
し
、
そ
れ
を

植
え
替
え
る
。
「
三
～
四
年
の
大
芋
に
着
生
し
た
生
仔
（
大
き
な
生
仔
）
を
採
取

し
て
」
種
芋
と
し
て
次
年
度
に
植
え
付
け
る
。
こ
の
方
法
を
繰
り
返
す
こ
と
で

病
気
に
強
く
肥
大
性
の
高
い
品
種
へ
の
改
良
を
一
歩
一
歩
進
め
た
よ
う
だ
。 

後
に
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
量
産
を
可
能
に
す
る
た
め
全
国
で
品
種
の
改
良
が
行

わ
れ
、
昭
和
四
十
一
年
誕
生
の
「
は
る
な
く
ろ
」
か
ら
平
成
十
四
年
誕
生
の
「
み

や
ま
ま
さ
り
」
ま
で
育
成
品
種
と
し
て
挙
げ
た
新
し
い
品
種
が
誕
生
す
る
。
い

か
に
生
産
性
を
高
め
る
か
、
病
害
等
に
悪
戦
苦
闘
す
る
中
で
、
勝
次
の
よ
う
な

研
究
者
が
各
地
域
で
奮
闘
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 
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表 

黒
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蒻
品
種
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験
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 在
来
種 

備
中
種 

支
那
種 

植付月日 5.1 日 〃 〃 

植付距離 2.6 尺×1.6 尺 2.2 尺×1.6 尺 〃 

植付数量 3,000 乄 〃 〃 

萌芽月日 6.10 日 6.7 日 6.17 日 

開葉月日 7.5 日 6.21 日 7.9 日 

葉型大小 中 小 中 

薬剤散布 4 回 1 回 1 回 

病害程度 少しかゝる 少し葉焼 ナシ 

採取月日 11.27 日 〃 〃 

実収量 15,950 乄 14,980 乄 19,800 乄 

内生仔量 2,150 乄 3,700 乄 7,800 乄 

   仔芋 

    玉 
6.3 倍 

5.31 倍 

7.59 倍 
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